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 認定
 大塚隆之氏、綱川みね子氏を推薦

　

平
成　

年
第
3
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
が
9
月
4
日
か
ら　

日
ま
で
の　

日
間
の
会
期
で
開
催

30

14

11

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
1
日
目
は
全
議
案
を
上
程
し
、
町
長
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
、
監
査
委
員
か
ら
決
算
審
査
の

報
告
を
受
け
、
同
意
案
件
を
採
決
し
ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
第
3
日
目
、
4
日
目
に
行
わ
れ
、
6
人
の
議
員
が
町
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

第
4
日
目
に
平
成　

年
度
決
算
を
除
く
議
案
の
質
疑
・
討
論
・
採
決
を
行
い
ま
し
た
。

29

　

第
7
日
目
に
平
成　

年
度
の
決
算
に
つ
い
て
の
質
疑
を
行
っ
た
後
、
決
算
審
査
を
常
任
委
員
会

29

に
付
託
し
、
第
9
日
目
ま
で
決
算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
平
成　

年
度
決
算
を
原
案
ど
お
り
認
定
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

29

第第第第第第第第第第 3333333333第 3 回回回回回回回回回回回

芳芳芳芳芳芳芳芳芳芳賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀町町町町町町町町町町議議議議議議議議議議芳賀町議会会会会会会会会会会会

定定定定定定定定定定 例例例例例例例例例例定 例 会会会会会会会会会会会

定 例 会 の

概 要

報報　

告告

補
正
予

補
正
予
算算

同同　

意意

□
芳
賀
町
教
育
委
員
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

平
成　

年
9
月　

日
を
も
っ
て

30

30

任
期
満
了
と
な
る
沼
能
寿
之
氏

を
引
き
続
き
最
適
任
者
と
し
て

任
命
す
る
こ
と
を
議
員
全
員
が

同
意
し
ま
し
た
。

□
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の

推
薦
に
つ
い
て

　

平
成　

年　

月　

日
を
も
っ

30

12

31

て
任
期
満
了
と
な
る
永
島
聡
氏

□
公
益
財
団
法
人
芳
賀
町
農
業

公
社
の
経
営
状
況
説
明
書
の

提
出
に
つ
い
て

□
芳
賀
町
ロ
マ
ン
開
発
株
式
会

社
の
経
営
状
況
説
明
書
の
提

出
に
つ
い
て

　

両
法
人
の
経
営
状
況
を
説
明

す
る
た
め
、
平
成　

年
度
の
事

29

業
実
績
及
び
決
算
を
報
告
す
る

も
の
。

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員
、

岩
村
治
雄
議
員
、
北
條
勲
議
員

□
平
成　

年
度
健
全
化
判
断
比

29

率
及
び
資
金
不
足
比
率
に
つ

い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

条
例
改

条
例
改
正正

□
芳
賀
町
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
厚

生
労
働
省
令
）
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
。
主
な
改
正
点
は
、

「
連
携
施
設
確
保
の
例
外
規
定
」

及
び
「
食
事
の
提
供
の
特
例
規

定
」
の
追
加
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

契契　

約約

□
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て
（
芳
賀
変
電
所
新
築
工
事
）

○
契
約
金
額

　

1
億　

万
2
千
円

87

○
契
約
相
手
方

　

宇
都
宮
市
御
幸
ケ
原
町
1
0

8
番
地
3

　

ミ
ユ
キ
建
設
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役　

中
島
理

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員
、

小
林
俊
夫
議
員
、
北
條
勲
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
一
般
会

30

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

▲沼能寿之氏

の
後
任
に
大
塚
隆
之
氏
（
稲
毛

田
）
を
、
増
渕
佳
子
氏
の
後
任

に
綱
川
み
ね
子
氏
（
東
高
橋
）

を
最
適
任
者
と
し
て
推
薦
す
る

こ
と
を
議
員
全
員
が
同
意
し
ま

し
た
。

▲大塚隆之氏

平
成　

年
第
3
回
芳
賀
町
議
会
定
例
会
提
出
議
案

30

▲綱川みね子氏

全
化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、

監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て
報

告
す
る
も
の
。

（
質
疑
な
し
）
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平成29年度決算を  
教育委員会委員に沼能寿之氏を任命・人権擁護委員に　

平成29年度各会計決算の状況

　

総
額
に
9
0
8
5
万
円
を
追

加
し
、
予
算
総
額
を　

億
6
9

75

0
0
万
1
千
円
と
す
る
も
の
。

質
疑　

増
渕
さ
つ
き
議
員
、
大

根
田
周
平
議
員
、
杉
田
貞
一
郎

議
員
、
北
條
勲
議
員
、
岩
村
治

雄
議
員

（
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
国
民
健

30

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
1
号
）

　

総
額
に
2
7
0
1
万
4
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を　

億
19

5
0
1
万
4
千
円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
後
期
高

30

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）

　

総
額
に　

万
6
千
円
を
追
加

75

し
、
予
算
総
額
を
1
億
6
1
7

5
万
6
千
円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
介
護
保

30

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）

　

保
険
事
業
勘
定
の
総
額
に
3

5
0
6
万
7
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を　

億
1
3
5
4
万

15

3
千
円
と
す
る
も
の
。

（
質
疑
・
討
論
な
し
、
原
案
可
決
）

歳入
76億

5,609万円

歳出
71億

6,870万円

町税 60.5％

46億3,222万円

町税 60.5％

46億3,222万円

民生費 28.5％

20億4,434万円

民生費 28.5％

20億4,434万円

総務費 16.9％

12億1,438万円

総務費 16.9％

12億1,438万円

国・県支出金
16.5％

12億6,501万円

税交付金 

7.4％
5億6,262万円

繰越金 6.2％

4億7,846万円

土木費 13.3％

9億5,357万円

教育費 12.4％

8億8,816万円

農林水産業費
8.1％

5億7,803万円

衛生費 6.3％

4億5,517万円

公債費 6.0％

4億2,954万円

その他 8.5％

6億547万円

繰入金 3.4％

2億6,054万円

諸収入 3.4％

2億6,021万円

地方贈与税 1.8％

1億3,493万円

地方交付税 0.4％

3,307万円

町債 0.4％

2,900万円

認認　

定定

□
平
成　

年
度
芳
賀
町
一
般
会

29

計
、
芳
賀
町
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
、
芳
賀
町
農
業
集

落
排
水
事
業
特
別
会
計
、
芳

賀
工
業
団
地
排
水
処
理
セ
ン

タ
ー
特
別
会
計
、
芳
賀
町
介

護
保
険
特
別
会
計
、
芳
賀
町

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

芳
賀
町
祖
母
井
南
部
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
、
芳

賀
町
宅
地
造
成
事
業
特
別
会

計
及
び
芳
賀
町
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

　

平
成　

年
度
は
、
第
6
次
芳

29

賀
町
振
興
計
画
の
2
年
目
で
し

た
。
町
で
は
、
「
躍
動
す
る
芳

賀
の
町　

未
来
に
つ
な
げ
よ

う
」
を
実
現
す
る
た
め
、「
便
利

を
つ
な
げ
る
」「
教
育
を
つ
な
げ

る
」
「
話
題
を
つ
な
げ
る
」
「
笑

顔
を
つ
な
げ
る
」「
地
域
を
つ
な

げ
る
」
の
5
つ
の
分
野
に
分
け

ら
れ
た
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

歳出歳入会計別

71億6,870万4千円76億5,609万4千円一般会計

21億3,088万7千円22億7,728万4千円国民健康保険特別会計

1億8,499万2千円1億9,641万8千円農業集落排水事業特別会計

4,838万3千円5,161万7千円工業団地排水処理センター特別会計

14億1,583万2千円14億6,456万5千円保険事業勘定介護保険

特別会計 558万8千円817万9千円介護サービス事業勘定

3億904万5千円3億2,370万7千円公共下水道事業特別会計

3,174万9千円3,251万7千円祖母井南部土地区画整理事業特別会計

2億5,557万3千円2億8,019万6千円宅地造成事業特別会計

1億4,741万1千円1億5,202万5千円後期高齢者医療特別会計

116億9,816万4千円124億4,260万2千円計

一般会計決算の状況
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本
町
の
財
政
は
、
比
較
的
健
全
に
運
営
さ
れ
て
お
り
、
各
種
事

業
等
歳
出
に
つ
い
て
も
、
計
数
的
な
過
誤
も
な
く
、
適
切
で
誠
実
に

執
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
第
6
次
芳
賀
町
振
興
計
画
の
2

年
目
と
し
て
平
成　

年
度
の
重
点
施
策
に
つ
い
て
事
業
内
容
を
確

29

認
し
た
結
果
、
概
ね
計
画
ど
お
り
良
好
に
執
行
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
町
の
平
成　

年
度
単
年
度
財
政
力
指
数
は
1
・
0
2
6
、
健

29

全
化
判
断
比
率
は
、
実
質
公
債
費
比
率
2
・
5
％
、
そ
の
他
の
判

断
比
率
は
該
当
な
し
。
資
金
不
足
比
率
も
該
当
は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
自
主
財
源
比
率
は　

・
6
％
で
す
。

73

　

財
政
の
根
幹
を
な
す
町
税
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
よ
り
約
4
4
4

9
万
円
増
の　

億
3
2
2
3
万
円
の
収
入
と
な
り
ま
し
た
。

46

　

今
年
度
は
L
R
T
事
業
の
着
工
、
祖
陽
が
丘
の
整
備
分
譲
、
ま

た
、
来
年
度
以
降
に
は
、
ほ
場
整
備
事
業
の
2
地
区
が
控
え
て
お

▲樋田貞夫代表監査委員▲水沼孝夫監査委員

り
、
財
源
の
確
保
は
不
可
欠
な
も
の
と
な
り
ま
す
の
で
、
人
口
減
少
社
会
の
進
展
や
、
社
会
情
勢
の
変
化
に

も
対
応
で
き
る
財
政
運
営
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
財
源
確
保
が
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、

生
活
基
盤
と
な
る
道
路
・
橋
り
ょ
う
や
老
朽
化
し
た
各
施
設
の
更
新
整
備
に
つ
い
て
も
計
画
的
な
財
政
運
営

に
よ
り
推
進
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

借
入
金
で
あ
る
地
方
債
の
残
高
は
、
一
般
会
計
と
4
つ
の
特
別
会
計
で
、
約　

億
4
7
5
5
万
円
で
、

51

年
々
計
画
的
な
減
少
が
見
ら
れ
、
執
行
部
の
運
営
の
姿
勢
と
努
力
の
跡
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
引
き
続
き

長
期
的
な
視
野
に
立
ち
、
健
全
な
運
営
に
併
せ
、
老
朽
化
す
る
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
や
財
政
の
拡
大
に
つ
な
が

る
必
要
な
投
資
は
積
極
的
に
実
施
し
、
後
世
へ
の
負
担
軽
減
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
予
算
執
行
も
健
全
財
政
を
堅
持
さ
れ
た
町
政
経
営
が
進
め
ら
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

29

引
き
続
き
平
成　

年
度
も
普
通
交
付
税
の
不
交
付
団
体
に
な
り
ま
し
た
が
、
財
政
的
に
余
裕
が
あ
る
わ
け

30

で
は
な
い
こ
と
を
認
識
し
、
引
き
続
き
新
た
な
財
源
確
保
の
施
策
を
講
じ
る
な
ど
、
歳
入
の
確
保
に
努
め
、

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

監
査
委
員
意
見

最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を

平成29年度末の町債（借入金）と基金（貯金）の状況（一般会計分）

町民一人あたり※金額項目

約14万円22億594万4千円町債残高

約15万4千円24億2,167万2千円基金残高

教育をつなげる

英語力向上推進費

決算額：1,881万円

話題をつなげる

道の駅直売所の精米機・保冷庫購入

決算額：788万円

笑顔をつなげる

介護保険地域支援事業

決算額：4,642万円

地域をつなげる

消防団詰所改修工事

決算額：638万円

※平成30年3月31日の人口15,736人で算出。

　千円未満は四捨五入。

5つの
「つなげる」の
主な事業

Hello!Hello!

便利をつなげる

祖陽が丘宅地造成事業

決算額：2億5,540万円

平成29年度に実施した



5　No.170 議会だよりはが

大
根
田
弘　

議
員

公
金
の
運
用
利
子
が
平

成　

年
度
は
ゼ
ロ
だ
が
、

29

そ
の
理
由
は
。

会
計
課
長　

万
が
一
、

金
融
機
関
が
破
綻
し
た

場
合
を
想
定
し
、
ペ
イ
オ
フ

対
策
と
し
て
公
金
の
安
全
性

を
確
保
す
る
た
め
、
普
通
預

金
を
全
額
預
金
保
険
制
度
の

保
護
対
象
預
金
と
な
る
決
済

用
預
金
に
平
成　

年
3
月
に

29

切
り
替
え
た
た
め
で
す
。

水
沼
孝
夫　

議
員

対
前
年
度
比
で
投
資
的

経
費
が　

・
6
％
減
に

38

な
っ
て
い
る
。
こ
の
要
因
に

つ
い
て
問
う
。

企
画
課
長　

平
成　

年
28

度
に
実
施
し
た
大
型
の

事
業
が
終
了
し
た
こ
と
と
、

緊
急
的
な
故
障
や
建
物
の
修

繕
等
、
突
発
的
な
も
の
が
少

な
か
っ
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

平平平平平平平平平平 成成成成成成成成成成 22222222229999999999年年年年年年年年年年 度度度度度度度度度度 決決決決決決決決決決 算算算算算算算算算算平 成 29年 度 決 算 ののののののののののの

主主主主主主主主主主 なななななななななな 質質質質質質質質質質主 な 質 疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑疑

増
渕
さ
つ
き　

議
員

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
等
回
収

処
理
事
業
で
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ん
だ

量
と
再
資
源
化
量
で
差
が
あ

る
が
こ
の
理
由
に
つ
い
て
問

う
。

環
境
対
策
課
長　

リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
持

ち
込
ん
だ
中
で
汚
れ
て
い
る

も
の
等
、
再
資
源
化
に
適
さ

な
い
も
の
は
焼
却
処
分
し
て

い
る
た
め
差
が
生
じ
ま
す
。

焼
却
の
経
費
に
つ
い
て
は
、

回
収
処
理
委
託
契
約
に
含
ま

れ
て
い
る
の
で
新
た
な
費
用

負
担
は
あ
り
ま
せ
ん
。

杉
田
貞
一
郎　

議
員

有
価
証
券
を
6
株
所
有

し
て
い
る
が
、
ほ
と
ん

ど
の
も
の
の
配
当
金
が
な
い
。

今
後
株
券
の
利
用
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
問

う
。

企
画
課
長　

配
当
金
目

的
で
は
な
く
、
事
業
の

連
携
や
第
3
セ
ク
タ
ー
等
で

の
株
式
取
得
で
あ
り
、
財
源

の
一
部
を
補
う
、
増
や
す
等

の
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
根
田
周
平　

議
員

芳
賀
遊
水
地
基
本
設
計

業
務
委
託
1
5
1
万
2

千
円
の
具
体
的
な
内
容
、
構

想
等
に
つ
い
て
問
う
。

都
市
計
画
課
長　

委
託

の
内
容
は
、
整
備
計
画

案
の
検
討
、
そ
れ
に
伴
う
図

面
の
作
成
等
で
す
。
構
想
に

つ
い
て
は
、
五
行
川
東
側
の

東
端
に
広
場
を
確
保
し
、
子

ど
も
が
遊
べ
る
よ
う
な
せ
せ

ら
ぎ
水
路
を
設
置
し
、
調
整

地
の
外
周
に
桜
堤
回
廊
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

岡
田
年
弘　

議
員

農
地
集
積
支
援
事
業
費

に
つ
い
て
の
実
績
は
。

農
政
課
長　

農
用
地
利

用
権
設
定
等
促
進
奨
励

金
（
町
単
独
事
業
）
、
農
地
中

間
管
理
事
業
交
付
金
（
国
庫

事
業
）
併
せ
て　

ヘ
ク
タ
ー

60

ル
の
農
地
を
集
積
し
て
い
ま

す
。
率
に
す
る
と　

・
5
％

64

で
県
内
2
位
で
す
。

岩
村
治
雄　

議
員

町
道
の
維
持
管
理
対
応

件
数
が
年
々
増
加
し
て

い
る
が
、
そ
の
要
因
に
つ
い

て
問
う
。

建
設
課
長　

路
肩
の
草

刈
り
が
主
な
要
因
で
す
。

草
刈
り
は
地
元
の
方
に
お
願

い
を
し
て
い
る
訳
で
す
が
、

高
齢
化
等
に
よ
り
で
き
な
い

所
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
農
地
水
事
業
で
各

地
区
に
お
願
い
し
て
い
ま
す

が
、
個
人
宅
の
木
の
枝
等
今

後
の
検
討
課
題
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

大
島
浩　

議
員

定
住
促
進
費
2
1
0
0

万
円
の
内
容
に
つ
い
て

問
う
。都

市
計
画
課
長　

平
成

　

年
度
か
ら
始
ま
っ
た

27

事
業
で
、
年
々
交
付
額
が
増

加
し
て
い
ま
す
。
平
成　

年
29

度
は
、
町
内
で
新
た
に
住
宅

を
購
入
し
た
世
帯
が　

件
、

11

町
外
か
ら
転
入
し
住
宅
を
購

入
し
た
世
帯
が　

件
、
家
賃

25

補
助
が
6
件
で
す
。

小
林
一
男　

議
員

町
税
の
収
入
未
済
に
つ

い
て
、
調
査
と
回
収
の

実
績
を
問
う
。

税
務
課
長　

預
金
や
保

険
等
に
対
す
る
調
査
を

7
4
2
人
に
実
施
し
ま
し
た
。

述
べ
件
数
は
1
万
1
2
9
7

件
で
す
。
回
収
額
は
、
約
1

3
3
7
万
円
で
す
。

小
林
俊
夫　

議
員

納
税
義
務
者
2
万
9
1

1
人
の
内
訳
は
。

税
務
課
長　

延
べ
の
件

数
で
す
。
割
合
は
町
内

　

・
4
％
、
町
外
6
・
6
％

93で
す
。

北
條
勲　

議
員

祖
母
井
保
育
園
運
営
費

の
委
託
料
で
3
3
7
万

2
千
円
の
不
用
額
が
出
た
理

由
を
問
う
。

こ
ど
も
育
成
課
長　

平

成　

年
度
か
ら
給
食
調

29

理
業
務
を
民
間
に
委
託
し
て

お
り
、
入
札
を
行
っ
た
結
果
、

見
積
額
よ
り
金
額
が
下
が
っ

た
た
め
で
す
。

問答

問答問答

問答問答

問答問答

問答問答

問答問答
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□
書
類
審
査
（
9
月　

日
）

11

　

総
務
課
、
企
画
課
、
税
務
課
、
会
計
課
、
議
会
事
務

局
、
監
査
委
員
事
務
局

□
現
地
調
査
（
9
月　

日
）

12

　

消
防
セ
ン
タ
ー
第
2
分
団
第
4
部
（
改
修
）
、
八
ツ
木

の
丘
（
光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
状
況
）

常常常常常常常常常常
任任任任任任任任任任
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会
決決決決決決決決決決
算算算算算算算算算算
審審審審審審審審審審

常
任
委
員
会
決
算
審
査査査査査査査査査査査

　

総
務
・
教
育
民
生
・
産
業
建
設
常
任
委
員
会
は
9
月　

日
か
ら　

日
ま
で
、
平
成　

年

10

12

29

度
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
決
算
の
書
類
審
査
と
現
地
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
は
、
9
月　

日
の
本
会
議
に
お
い
て
意
見
を
付
し
て
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。

14

総
務
常
任
委
員
会

□
書
類
審
査
（
9
月　

日
、　

日
）

10

11

　

住
民
課
、
環
境
対
策
課
、
健
康
増
進
課
、
福
祉
対
策

課
、
こ
ど
も
育
成
課
、
生
涯
学
習
課

□
現
地
調
査
（
9
月　

日
）

12

　

町
民
会
館
、
総
合
情
報
館
分
館
、
廃
プ
ラ
処
理
工
場

（
ウ
ィ
ズ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
リ
サ
イ
ク
ル
（
株
）
）

□
書
類
審
査
（
9
月　

日
）

11

　

農
政
課
、
商
工
観
光
課
、
建
設
課
、
都
市
計
画
課

□
現
地
調
査
（
9
月　

日
）

12

　

祖
陽
が
丘
、
食
肉
セ
ン
タ
ー
（
廃
水
管
経
路
確
認
）
、

遊
水
地
、
道
の
駅
直
売
所

▲現地調査（祖陽が丘）

▲書類審査

▲現地調査（総合情報館分館）

▲書類審査

▲現地調査（八ッ木の丘）

▲書類審査

教
育
民
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
会



7　No.170 議会だよりはが

□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

①
町
税
の
不
納
欠
損
に
つ
い
て
対
前
年
度
比
8
5
0
万
円

の
増
と
な
っ
て
い
る
。
納
税
は
住
民
の
基
本
的
義
務
で
あ

り
、
決
算
審
査
意
見
に
も
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
納
税
の

公
平
負
担
の
原
則
か
ら
も
、
滞
納
者
に
対
す
る
時
効
前
の

速
や
か
な
対
応
策
を
講
じ
て
積
極
的
な
取
り
組
み
に
一
層

努
力
さ
れ
た
い
。

②
投
資
的
経
費
の
対
前
年
度
比
は
マ
イ
ナ
ス
4
億
円
を
超

え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
投
資
的
経
費
は
町
の
将
来
に

わ
た
っ
て
の
発
展
と
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
も
の
で
あ
り
、
安
全
安
心
の
要
で
も
あ
る
。
義
務
的
経

費
を
抑
え
る
こ
と
に
よ
り
、
先
を
見
据
え
た
投
資
的
事
業

へ
配
慮
す
べ
き
で
あ
る
。
L
R
T
等
の
大
規
模
事
業
で
財

源
の
厳
し
さ
は
あ
る
が
、
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
に
伴
う

維
持
管
理
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
人
口
減
少
な
ど
に
伴

い
税
収
減
に
な
り
、
ま
す
ま

す
維
持
管
理
費
が
捻
出
で
き

な
い
。
年
度
後
半
に
お
い
て

も
補
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、

公
共
施
設
等
の
長
寿
命
化
に

努
め
ら
れ
た
い
。

□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

①
社
会
保
障
費
の
伸
び
が
財
政
上
の
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
と
介
護
保
険
特
別
会
計
で
は
、

高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
医
療
や
介
護
に
係
る
費
用
が
増

加
し
て
町
の
財
政
を
今
後
著
し
く
逼
迫
さ
れ
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
る
。
「
入
る
を
量
り
て
出
ず
る
を
制
す
る
」
は
財
政

の
基
本
で
あ
る
。
健
康
長
寿
と
医
療
費
削
減
に
向
け
て
の

町
民
に
対
す
る
啓
発
と
意
識
改
革
を
促
す
と
と
も
に
、
担

当
部
課
の
事
業
計
画
を
再
検
証
し
、
2
0
2
5
年
問
題
を

視
野
に
入
れ
て
の
実
現
可
能
性
の
高
い
抜
本
的
な
中
長
期

的
医
療
費
適
正
化
計
画
を
示
さ
れ
た
い
。

②
各
小
中
学
校
に
A
L
T
が
配
置
さ
れ
英
語
力
の
向
上
に

努
め
て
い
る
が
、
今
後
さ
ら
に
小
中
学
校
連
携
を
推
進
し
、

質
の
高
い
英
語
教
育
と
な
る
よ
う
期
待
す
る
。

③
一
人
あ
た
り
の
ご
み
排
出
量
の
少
な
さ
及
び
資
源
ご
み

排
出
量
の
多
さ
と
も
に
県
内

上
位
ク
ラ
ス
に
あ
る
が
、
そ

れ
に
甘
ん
ず
る
こ
と
な
く
よ

り
一
層
の
啓
発
活
動
に
努
め
、

県
内
ト
ッ
プ
を
目
指
し
「
環

の
町
芳
賀
」
を
推
進
さ
れ
た

い
。

□
審
査
の
意
見
ま
た
は
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

①
芳
賀
工
業
団
地
排
水
処
理
セ
ン
タ
ー
は
建
設
さ
れ
て

　

年
経
過
。
芳
賀
温
泉
ロ
マ
ン
の
湯
も
オ
ー
プ
ン
し
て

30
　

年
が
経
過
し
た
。
町
道
等
を
含
め
こ
れ
ま
で
に
修
繕

23や
改
修
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、

根
本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
更
新
時

期
を
明
確
に
し
て
、
計
画
的
に
推
進
さ
れ
た
い
。

②
国
土
調
査
法
に
基
づ
く
地
籍
調
査
は
平
成　

年
度
に

24

開
始
し
、
完
了
ま
で
に　

年
を
要
す
る
予
定
で
あ
る
が
、

25

現
時
点
で
は
計
画
ど
お
り
進
捗
し
て
い
な
い
。
担
当
職

員
を
増
員
し
て
計
画
ど
お
り
推
進
さ
れ
た
い
。

③
入
札
、
現
場
状
況
に
合
わ
せ
た
施
工
方
法
等
の
見
直

し
に
よ
り
、
工
事
価
格
を
抑
え
、
費
用
対
効
果
を
高
め

繰
越
額
を
計
上
し
た
こ
と

は
高
く
評
価
で
き
る
。
今

後
と
も
歳
出
削
減
に
努
め

ら
れ
た
い
。

▲現地調査（道の駅直売所）

▲現地調査（食肉センター廃水管経路確認）

▲現地調査（廃プラ処理工場）

▲現地調査（廃プラ処理工場）

▲現地調査（八ッ木の丘）

▲現地調査（消防センター）

委

員

長

 

　

水
沼　

孝
夫

副
委
員
長　

岡
田　

年
弘

委　
　

員　

小
林　

隆
志

委　
　

員　

岩
村　

治
雄

委　
　

員　

増
渕
さ
つ
き

委

員

長

 

　

大
島　
　

浩

副
委
員
長　

大
根
田　

弘

委　
　

員　

石
川　
　

保

委　
　

員　

北
條　
　

勲

委

員

長

 

　

小
林　

信
二

副
委
員
長　

小
林　

俊
夫

委　
　

員　

杉
田
貞
一
郎

委　
　

員　

小
林　

一
男

委　
　

員　

大
根
田
周
平
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大根田　周平 議員（9ページ）

　１　無電柱化推進計画の策定について

　２　土地利用計画策定の方策について

北條　勲 議員（10ページ）

　１　光の道加入促進について

　２　災害対策について

　貨　特別区全国連携プロジェクトへの加入について

水沼　孝夫 議員（11ページ）

　１　地方創生について

　２　庁内規定や指導・対応と適用について

小林　隆志 議員（12ページ）

　１　災害への対応について

　２　スマートフォンアプリの導入について

増渕　さつき 議員（13ページ）

　１　生きがいサロン運営事業について

　２　成年後見制度利用促進について

小林　一男 議員（14ページ）

　１　子育てについて

　２　公共交通について

一一一一一一一一一一一 般般般般般般般般般般般

質質質質質質質質質質質 問問問問問問問問問問問
ここが聞きたい
6人の議員が一般質問

　第3日目、第4日目に一般質問が行われ、6人の議員が町政について質問しました。

　一般質問は、定例会において行われ、議員が町の

行財政全般にわたって執行機関に疑問点をただし、

所信の表明を求めるものです。質問する議員も、受

ける執行機関もともに十分な準備が必要なことから、

通告制とされています。

　質問時間は、1人につき質問・答弁を含め60分以

内とされています。

一般質問とは

〈次回の定例会は12月3日からの予定です〉

みんなで議会を傍聴しましょう
議会は、はがチャンネルでも放送します。

－ 放映時間 －

会議当日 円円円円 午後８時から
再 放 送  翌日の午後２時から
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一 般 質 問

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

大根田　周平　議員

無
電
柱
化
推
進
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

祖
母
井
の
中
心
市
街

地
等
の
無
電
柱
化
推

進
計
画
を
策
定
し
て
は
。

町
長　

無
電
柱
化
の

取
り
組
み
は
、
地
域

住
民
の
生
活
環
境
の
改
善

や
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、

と
り
わ
け
防
災
性
の
向
上

や
安
全
で
快
適
な
通
行
空

間
の
確
保
、
良
好
な
景
観

形
成
や
観
光
振
興
の
観
点

か
ら
重
要
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。

　

市
町
村
は
国
が
策
定
し

た
無
電
柱
化
推
進
計
画
及

び
県
の
無
電
柱
化
推
進
計

画
を
基
本
と
し
て
、
町
の

問答

区
域
に
お
け
る
無
電
柱
化

の
推
進
に
つ
い
て
、
計
画

を
定
め
る
よ
う
努
め
る
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本

年
度
策
定
を
進
め
る
県
の

無
電
柱
化
推
進
計
画
の
動

向
を
注
視
す
る
と
と
も
に

町
の
無
電
柱
化
推
進
計
画

策
定
の
必
要
性
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

特
に
無
電
柱
化
を
推

進
し
て
ほ
し
い
の
は
、

祖
母
井
神
社
付
近
と
下
原

地
域
の
地
区
計
画
区
域
の

メ
イ
ン
と
な
る
道
路
。
両

地
域
に
は
推
進
組
織
が
あ

る
が
無
電
柱
化
の
意
見
や

要
望
は
な
か
っ
た
か
。

都
市
計
画
課
長　

祖

母
井
中
部
地
区
の
座

談
会
で
一
人
の
方
か
ら
無

電
柱
化
の
検
討
を
求
め
る

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
下

原
地
域
で
は
無
電
柱
化
に

関
す
る
意
見
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

土
地
利
用
計
画
の
策
定
の
方
策
に
つ
い
て

町
で
は
現
在
、
祖
母
井

の
土
地
区
画
整
理
事

業
、
下
原
地
域
の
地
区
計
画

事
業
な
ど
が
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
空
間
の
仕
上
が

り
を
具
体
的
に
イ
メ
ー
ジ
で

き
る
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
を
導
入
し
て
は
。

町
長　

バ
ー
チ
ャ
ル
リ

ア
リ
テ
ィ
ー
は
ま
ち
づ

く
り
の
都
市
空
間
や
建
築

計
画
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
中

で
立
体
化
し
、
色
や
形
、
位

置
、
高
さ
や
広
さ
な
ど
、
簡

単
に
切
り
替
え
て
比
較
検

討
す
る
こ
と
が
可
能
で
、
将

来
の
姿
を
わ
か
り
や
す
く

伝
え
る
た
め
効
果
的
と
考

え
ま
す
が
、
導
入
コ
ス
ト
も

か
さ
む
こ
と
か
ら
、
調
査
研

究
を
行
い
導
入
の
検
討
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

小
学
校
跡
地
利
用
に

つ
い
て
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
手
法
を
。

問答

町
長　

サ
ウ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
市
場
調
査
は
、
民

間
業
者
か
ら
広
く
意
見
や

提
案
を
求
め
、
対
話
を
通
じ

て
市
場
性
な
ど
を
把
握
す

る
調
査
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

町
で
は
実
績
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
研
究
か
ら
始
め
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
橋
地
域
で
も
都
市

計
画
法
に
基
づ
く
地

区
計
画
を
予
定
し
て
い
る
と

の
こ
と
だ
が
早
急
に
実
施

し
て
は
。

都
市
計
画
課
長　

橋

場

地

区
は
国

道
、
県

道
が
交
差
し
、さ
ら
に
路
線

バ
ス
の
結
節
点
で
も
あ
り
、

町
の
南
部
に
お
い
て
重
要
な

生
活
の
拠
点
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
現
在
の
重
点
事
業
の

進
捗
を
見
な
が
ら
推
進
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

問

答

▲無電柱化された真岡市の街並み

町
で
は
地
域
の
方
に

無
電
柱
化
を
推
進
し

て
い
る
か
。

都
市
計
画
課
長　

国

で
は
「
無
電
柱
化
の

日
」
を
定
め
て
推
進
し
て

い
ま
す
が
、
町
で
は
今
の

と
こ
ろ
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

問答

問答

問答

▲現在の祖母井の街並み
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北條　勲　議員

光
の
道
加
入
促
進
に
つ
い
て

光
の
道
サ
ー
ビ
ス
の

加
入
世
帯
数
は
。

町
長　

芳
賀
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
含
む
光
の
道

総
加
入
世
帯
数
は
1
5
1

件
増
加
し
、
3
2
1
8
世

帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
く
家
を
建
て
る

際
に
、
定
住
促
進
等

の
補
助
と
芳
賀
チ
ャ
ン
ネ

ル
の
加
入
を
セ
ッ
ト
に
で

き
な
い
か
。

企
画
課
長　

定
住
促

進
補
助
の
内
容
を
平

成　

年
4
月
に
改
正
し
、

31
問

光
の
道
サ
ー
ビ
ス
へ
の
加

入
を
補
助
の
条
件
と
し
ま

し
た
。
補
助
を
受
け
る
方

は
こ
ち
ら
に
加
入
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

答

災
害
対
策
に
つ
い
て

災
害
に
つ
い
て
、
次

の
点
を
問
う
。

①
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

は
あ
る
の
か
。

②
防
災
無
線
は
全
世
帯
に

伝
わ
る
の
か
。

③
避
難
所
を
快
適
に
す
る

対
応
は
。

④
緊
急
時
、
臨
時
職
員
も

招
集
は
あ
る
の
か
。

町
長　

①
計
画
の
策

定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
気
象
状
況
に
よ
っ
て
は

聞
こ
え
な
い
こ
と
が
あ
り

ま

す
。
対

応

と

し

て
、

メ
ー
ル
や
芳
賀
チ
ャ
ン
ネ

ル
で
の
配
信
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

③
最
低
限
の
備
蓄
品
等
を

準
備
し
て
い
ま
す
が
、
町

で
対
応
で
き
な
い
時
は
県

内
外
の
様
々
な
団
体
か
ら

災
害
時
応
援
協
定
に
よ
り
、

必
要
な
物
を
支
援
し
て
い

た
だ
き
対
応
し
て
い
き
ま

す
。

④
大
規
模
災
害
が
発
生
し

た
際
の
第
2
次
配
備
で
正

職
員
が
対
応
で
き
な
い
場

合
は
臨
時
職
員
も
招
集
し

ま
す
。
た
だ
し
電
話
対
応

や
事
務
処
理
等
の
後
方
支

援
で
す
。

が
れ
き
の
仮
置
き
場

候
補
地
は
ど
こ
か
。

分
別
は
。

環
境
対
策
課
長　

学

校
跡
地
を
候
補
に
し

て
い
ま
す
。
廃
棄
物
の
量

に
よ
っ
て
は
運
動
公
園
も

候
補
地
に
検
討
し
て
い
ま

す
。
分
別
は
県
の
防
災
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
よ
り
、
そ
の

と
き
の
災
害
の
状
況
に
応

じ
て
判
断
し
分
別
し
ま
す
。

猛
暑
日
に
は
防
災
無

線
で
熱
中
症
予
防
の

注
意
喚
起
の
放
送
は
で
き

な
い
か
。

総
務
課
長　

検
討
し

ま
す
。

避
難
所
で
ト
イ
レ
は

大
切
で
あ
る
。　

か
11

所
の
避
難
所
の
う
ち
9
か

所
は
、
下
水
道
管
が
あ
る
。

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
を
設

置
し
て
は
。

総
務
課
長　

検
討
し

ま
す
。

避
難
所
で
は
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
が
保
て
ま
せ

ん
。
仕
切
り
や
ベ
ッ
ド
に

軽
く
て
簡
単
な
段
ボ
ー
ル

を
備
蓄
し
て
は
。

総
務
課
長　

必
要
な

資
材
は
、
支
援
を
し

て
く
れ
る
機
関
等
と
調
整

を
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

乳
幼
児
液
体
ミ
ル
ク

が
開
発
さ
れ
た
ら
保

護
者
は
助
か
り
ま
す
。
備

蓄
の
考
え
は
。

総
務
課
長　

開
発
さ

れ
れ
ば
視
野
に
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

問答

問答

問答答 問

答

問

答 問

問答

特
別
区
全
国
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
加
入
に
つ
い
て

東
京　

区
は
共
存
共

23

栄
を
図
る
た
め
に
、

全
国
自
治
体
の　

・
2
％

51

と
連
携
・
交
流
を
し
て
い

ま
す
。
加
入
す
る
考
え
は
。

町
長　

町
を
P
R
す

る
た
め
良
い
手
法
と

考
え
、
会
員
登
録
手
続
き

を
進
め
、
有
効
な
活
用
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

答 問
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一 般 質 問

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

水沼　孝夫　議員

地
方
創
生
に
つ
い
て

地
方
創
生
も
3
年
が

経
過
し
、
政
策
が
ど
の

程
度
人
口
減
少
を
抑
制
し
た

か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
国
立
社

会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

で
は
、
今
年
の
推
計
結
果
で
、

芳
賀
町
の
人
口
は
1
万
5
1

8
9
人
か
ら
2
0
4
5
年
に

は
6
6
0
7
人
減
っ
て
9
1

2
2
人
に
約　

パ
ー
セ
ン
ト

40

も
減
少
す
る
推
計
が
発
表
さ

れ
た
。
町
の
総
合
戦
略
は
人

口
の
将
来
展
望
を
2
0
4
0

年
に
1
万
4
0
0
0
人
と
し
、

今
回
の
推
計
と
は
、
約
5
0

0
0
人
も
の
乖
離
が
出
て
い

問

る
。
町
長
の
考
え
を
問
う
。

町
長　

将
来
人
口
の
乖

離
に
つ
い
て
は
、
指
摘
の

と
お
り
、
そ
の
差
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
の
で
、
現
在
進
め
る

事
業
に
よ
る
効
果
と
社
会
情

勢
の
変
化
な
ど
の
推
移
を
見

定
め
、
来
年
度
行
う
第
6
次

振
興
計
画
の
中
期
計
画
策
定

に
あ
わ
せ
、
基
本
構
想
に
掲
げ

る
人
口
目
標
値
の
見
直
し
の

必
要
性
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

き
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

に
基
づ
く
K
P
I
（
重

庁
内
規
定
や
指
導
・
対
応
と
適
用
に
つ
い
て

職
員
指
導
に
お
い
て
、

昼
休
み
に
外
食
や
自

宅
に
戻
っ
て
食
事
を
す
る
こ

と
が
出
来
な
い
と
い
う
話
を

聞
い
た
。
労
基
法　

条
は
「
使

34

用
者
は
休
憩
時
間
を
自
由
に

利
用
さ
せ
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
あ
り
、
休
憩
時
間
に
拘

束
す
る
こ
と
は
労
基
法
違
反

に
な
る
。
拘
束
す
れ
ば
賃
金

の
支
払
い
義
務
が
生
じ
る
。

3
月
議
会
で
地
元
の
商
工
業

振
興
を
お
願
い
し
た
が
、
ど

う
い
う
経
緯
で
の
指
導
な
の

か
、
事
実
関
係
と
見
解
を
問

う
。

副
町
長　

規
定
に
基
づ

く
運
用
を
し
て
い
ま
す

が
、
昼
休
み
で
も
緊
急
に
対

応
で
き
る
よ
う
な
体
制
を
と

な
ら
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

対
応
に
つ
い
て
外
出
禁
止
の

指
示
を
出
し
た
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
都
合
で
外
出
す
る

職
員
の
動
向
を
上
司
が
把
握

で
き
る
よ
う
に
対
応
し
て
ほ
し

い
旨
の
指
示
を
し
た
わ
け
で
、

誤
解
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

要
業
績
評
価
指
標
）の
検
証
、

監
査
委
員
に
対
す
る
報
告
は

ど
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い
る

か
。

企
画
課
長　

K
P
I
の

実
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、

毎
年
実
績
の
管
理
は
行
っ
て
い

ま
す
が
、
実
績
に
つ
い
て
監
査

委
員
に
は
、
現
在
報
告
で
き
て

い
な
い
状
況
で
す
。こ
ち
ら
の

作
業
の
怠
慢
の
部
分
も
あ
る

と
思
う
が
、
監
査
に
つ
け
る
評

価
結
果
の
作
成
に
至
っ
て
い
ま

せ
ん
。条

例
を
守
っ
て
い
た
だ

き
た
い
。
現
状
で
は
人

口
予
測
の
と
お
り
減
少
す
る
。

一
度
、
第
6
次
振
興
計
画
は

白
紙
に
戻
し
、
町
の
再
生
と

L
R
T
効
果
を
最
大
限
に
発

揮
さ
せ
る
た
め
に
、
土
地
政
策

を
見
直
し
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
を

見
直
す
、
行
政
の
責
任
と
し

て
全
庁
挙
げ
て
早
急
な
対
応

を
さ
れ
た
い
が
い
か
が
か
。

企
画
課
長　

現
時
点
の

政
策
上
に
お
い
て
は
、
毎

年
少
子
化
対
策
等
に
最
終
的

に
は
毎
年
度
の
実
施
事
業
を

予
算
に
落
と
し
込
み
実
施
し

て
い
き
ま
す
が
、
少
子
化
対
策
、

L
R
T
等
、
町
を
形
づ
く
っ
て

い

く

部

分
、
ま

た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
維
持
、
社
会
保
障
等
の

方
向
性
を
探
り
な
が
ら
毎
年

の
事
業
の
予
算
事
業
と
し
て

実
施
し
て
い
く
、
そ
う
い
っ
た
こ

と
を
愚
直
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答

問

答
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20,947 

12,285 
13,767 

10,231 
8,839 

19,655 

11,242 

13,085 

9,689 

7,628 

18,268 

10,161 

12,351 

9,082 

6,455 

16,812 

9,122 
8,428 

5,347 

15,346 

問

答

答

問

総人口（人）

2045年2040年2035年2030年2025年2020年2015年

12,35113,08513,76714,41015,01215,559芳賀町2010

9,12210,16111,24212,28513,28314,25615,189芳賀町

8,4289,0829,68910,23110,73911,23011,720市貝町

5,3476,4557,6288,83910,15111,60013,188茂木町

15,34616,81218,26819,65520,94722,14623,281益子町



No.170 議会だよりはが　12議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

小林　隆志　議員

災
害
へ
の
対
応
に
つ
い
て

「
被
災
者
支
援
シ
ス

テ
ム
」
の
導
入
の
考

え
を
問
う
。

町
長　

「
被
災
者
支

援
シ
ス
テ
ム
」
は
、

刻
一
刻
と
変
化
す
る
被
災

者
の
状
況
や
家
屋
被
害
状

況
を
記
録
・
更
新
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
罹

災
証
明
書
、
被
災
家
屋
証

明
書
の
発
行
は
も
と
よ
り
、

各
種
支
援
制
度
の
管
理
も

行
え
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
ま
す
。
導

入
に
際
し
て
は
、
サ
ー

バ
ー
の
構
築
等
の
業
務
が

問

数
多
く
あ
り
、
費
用
負
担

も
生
じ
る
の
で
、
今
後
十

分
に
研
究
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

全
国
の
半
数
強
の
自

治
体
が
、
す
で
に
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

い
る
。
ま
ず
は
、
「
情
報

シ
ス
テ
ム
機
構
」
か
ら
、

講
師
の
派
遣
を
依
頼
し
て

は
ど
う
か
。

総
務
課
長　

東
日
本

大
震
災
の
際
に
は
、

町
で
も
い
ろ
い
ろ
な
業
務

が
発
生
し
、
そ
の
経
緯
か

ら
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
非

常
に
有
効
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
講
師
の
派
遣
に
つ

い
て
も
検
討
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
の
経

緯
か
ら
生
ま
れ
た
紙

カ
ッ
プ
式
自
販
機
は
、
被

災
時
の
初
期
段
階
に
お
い

答

て
飲
料
、
特
に
お
湯
の
提

供
に
つ
い
て
有
効
で
あ
る
。

導
入
の
考
え
は
。

総
務
課
長　

災
害
対

応
型
紙
カ
ッ
プ
式
自

動
販
売
機
は
、
ア
ル
フ
ァ

米
、
粉
ミ
ル
ク
な
ど
を
調

合
す
る
お
湯
を
提
供
で
き

る
利
点
が
あ
り
ま
す
。
導

入
に
つ
い
て
は
自
動
販
売

機
の
契
約
更
新
時
に
検
討

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

問

答

行
政
ア
プ
リ
の
導
入
に
つ
い
て

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用

ア
プ
リ
の
導
入
の
考

え
を
問
う
。

町

長　

ス

マ

ー

ト

フ
ォ
ン
の
普
及
に
よ

り
利
便
性
の
高
い
ア
プ
リ

の
需
要
は
高
ま
っ
て
お
り
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

役
立
て
て
い
る
自
治
体
が

全
国
で
増
え
て
い
ま
す
。

　

主
な
利
点
は
、
手
軽
な

操
作
感
に
加
え
、
カ
レ
ン

ダ
ー
や
時
計
、
地
図
情
報

な
ど
と
連
携
し
、
利
便
性

問

を
高
め
ら
れ
る
こ
と
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
必
要
な
情

報
を
得
ら
れ
る
こ
と
、
双

方
向
の
通
信
に
よ
り
情
報

の
や
り
取
り
が
可
能
で
あ

る
こ
と
な
ど
で
す
。
特
に
、

特
定
の
対
象
者
に
対
す
る

通
知
が
可
能
と
な
る
こ
と

や
、
デ
ー
タ
の
集
約
や
管

理
が
し
や
す
く
な
る
こ
と

な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

ア
プ
リ
の
開
発
費
用
は

高
額
で
、
既
成
の
ア
プ
リ

答

を
利
用
す
る
に
は
利
用
料

が
発
生
す
る
の
で
、
費
用

対
効
果
に
つ
い
て
慎
重
な

検
討
が
必
要
で
す
。

　

他
市
町
の
先
進
事
例
を

参
考
に
分
野
ご
と
に
研
究

を
し
、
ア
プ
リ
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
効

果
が
期
待
で
き
る
も
の
に

つ
い
て
は
、
導
入
を
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

問答

▲紙カップ式自販機
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一 般 質 問

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

増渕　さつき　議員

高
齢
者
福
祉
の
充
実
の
た
め
に
!

ど
う
な
る
「
生
き
が
い
サ
ロ
ン
」

い
つ
ま
で
も
要
介
護
状

態
に
な
ら
ず
、
生
き
が

い
を
持
っ
た
生
活
が
送
れ
る

よ
う
町
が
主
体
と
な
っ
て
運

営
が
始
ま
っ
た「
生
き
が
い
サ

ロ
ン
」　

町
内　

か
所
、
延
べ

19

8
5
7
回
、
延
べ
6
9
9
1

人
が
参
加
さ
れ
て
い
る
。（
平

成　

年
実
績
）

27

　

こ
れ
ま
で
の
生
き
が
い
サ

ロ
ン
の
振
り
返
り
と
成
果
、
今

後
の
具
体
的
な
方
向
性
を
お

聞
き
す
る
。

町
長　

介
護
保
険
制

度
の
開
始
翌
年
の
平
成

　

年
度
に
モ
デ
ル
事
業
と
し

13て
保
健
セ
ン
タ
ー
1
か
所
で

開
始
、
そ
の
後
全
大
字
へ
と
実

施
場
所
を
広
げ
、
現
在　

か
18

所
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
参

加
者
の
平
均
年
齢
は　

・
7

80

歳
で
、
生
き
が
い
サ
ロ
ン
に
通

う
こ
と
で
、
健
康
へ
の
関
心
を

高
め
、
運
動
に
つ
な
が
り
生
活

に
つ
い
て
も
満
足
と
答
え
る

人
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

生
き
が
い
サ
ロ
ン
は
要
支
援
者

ま
で
を
対
象
と
し
て
お
り
、
通

い
な
れ
た
サ
ロ
ン
に
継
続
し
て

通
う
こ
と
で
要
介
護
に
な
る

の
を
遅
ら
せ
る
効
果
が
あ
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
と
と
も
に
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み

も
進
め
て
い
く
た
め
平
成　
31

年

度
か
ら
は
芳

賀

町
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
全
部
の

サ
ロ
ン
を
委
託
す
る
方
向
で

進
め
て
い
ま
す
。
介
護
予
防

に
関
す
る
こ
と
や
体
力
測
定
、

運
動
指
導
、
血
圧
測
定
な
ど

は
町
が
主
体
と
な
っ
て
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

委
託
先
の
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
は
高
齢
者

の
就
労
支
援
と
い
っ
た
傾
向

が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
介
護

や
福
祉
の
研
修
な
ど
、
運
営

の
後
方
支
援
や
ス
タ
ッ
フ
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
町
は
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

福

祉

対

策

課

長　

ス

タ
ッ
フ
へ
の
研
修
会
な
ど

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
町
で

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

問答

問答

ど
う
広
げ
る
?
成
年
後
見
制
度

平
成　

年
3
月
に

29

「
成
年
後
見
制
度
利

用
促
進
基
本
計
画
」
が
閣

議
決
定
さ
れ
、
全
国
ど
の

地
域
に
住
ん
で
い
て
も
成

年
後
見
制
度
の
利
用
が
必

要
な
人
が
制
度
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
観
点
か

ら
各
市
町
村
に
さ
ま
ざ
ま

な
義
務
が
課
せ
ら
れ
た
。

①
町
の
成
年
後
見
制
度
利

用
に
つ
い
て
の
実
施
把
握

の
状
況

②
制
度
の
利
用
に
関
す
る

費
用
等
へ
の
助
成

③
市
町
村
計
画
の
策
定
に

つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

町
長　

①
昨
年
度
は

延
べ　

件
の
権
利
擁

76

護
の
相
談
が
あ
り
2
人
が

後
見
人
の
選
定
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

②
「
芳
賀
町
成
年
後

見
制
度
利
用
支
援
事

業
実
施
要
綱
」
を
平

成　

年
に
制
定
し
運

21

用
し
て
い
ま
す
。

③
「
芳
賀
町
地
域
福
祉
計

画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

の
来
年
度
の
見
直
し
の
際

に
国
の
計
画
も
勘
案
し
策

定
し
て
い
き
ま
す
。

「
芳
賀
地
区
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
」
の
よ

う
に
4
町
の
協
議
会
の
中

で
「
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
」

を
立
ち
上
げ
て
は
ど
う
か
。

福
祉
対
策
課
長　

こ

れ
か
ら
の
計
画
づ
く

り
の
中
で
関
係
機
関
と
相

談
し
な
が
ら
検
討
し
、
計

画
に
盛
り
込
ん
で
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

問

答 問

答

▲生きがいサロンの様子
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一 般 質 問

議会だよりに掲載する一般質問の内容は、質問・答弁を質問者自ら要約執筆し、掲載しています。

小林　一男　議員

子
育
て
に
つ
い
て

芳
賀
町
の
子
育
て
、
教

育
支
援
を
今
後
ど
う

構
築
、
発
展
さ
せ
て
い
く
の
か
、

地
域
社
会
の
関
わ
り
や
男
女

共
同
参
画
の
視
点
も
合
わ
せ

て
問
う
。ま
ず
、
芳
賀
町
職
員

の
育
児
休
暇
取
得
状
況
と
今

後
の
あ
り
方
は
。

町
長　

平
成　

年
度
の

28

育
児
休
暇
取
得
者
は

3
人
、　

年
度
は
5
人
、
今
年

29

度
9
月
1
日
現
在
で
3
人
、

内
1
人
は
男
性
で
す
。
女
性
の

活
躍
を
推
進
す
る
上
で
、
男

性
の
育
児
参
加
は
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
育

問

児
休
暇
を
取
得
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

夫
の
家
事
・
育
児
問
題

が
第
2
子
の
出
生
率
に

大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。
夫
が

全
く
家
事
を
し
な
い
夫
婦
の

第
2
子
出
生
率
は
7
・
5
％

だ
が
、
1
日
1
時
間
夫
が
家

事
に
関
わ
る
夫
婦
の
第
2
子

出
生
率
は　

％
と
の
結
果
報

40

告
が
あ
る
。
育
児
休
業
を
取

ら
な
い
ま
で
も
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
ら
一
定
期
間
残
業
を

さ
せ
ず
に
妻
の
サ
ポ
ー
ト
を

さ
せ
て
は
。

総

務

課

長　

残

業
は

命
令
に
よ
っ
て
業
務
を

行
う
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
業

務
の
進
捗
度
等
あ
り
ま
す
が
、

配
慮
は
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

保
育
園
や
小
学
校
・
学

童
保
育
と
地
域
と
の
関

わ
り
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

教

育

長　

保

育

園
や

認
定
こ
ど
も
園
で
お
預

か
り
す
る
0
歳
か
ら
6
歳
児

答

と
い
う
期
間
は
生
涯
に
わ
た

る
人
格
形
成
に
大
切
な
時
期

で

す
。
温

か
な

人
の

交

流
、

様
々
な
体
験
を
通
じ
て
豊
か

な
人
間
性
を
持
っ
た
子
ど
も
と

な
る
よ
う
保
育
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
小
学
校
で
は
地
域

連
携
教
員
が
中
心
と
な
り
、

地
域
連
携
推
進
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。

小
学
校
合
併
に
伴
い
、

地
域
と
の
関
わ
り
が
薄

れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

が
対
策
は
。

教
育
長　

平

成　

年

28

度
に
策
定
し
た
芳
賀
町

教
育
大
綱
の
基
本
理
念
は
、

「
地
域
の
教
育
力
で
未
来
を
つ

く
る
人
材
を
育
成
し
ま
す
。
」

と
な
っ
て
お
り
、こ
れ
を
具
現

化
す
る
た
め
、
学
校
運
営
協

議
会
を
立
ち
上
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
ひ
ば
り
の
運
行
拡
大
に
つ
い
て

芳
賀
赤
十
字
病
院
の
開

院
や
L
R
T
開
通
に
合

わ
せ
て
、ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー

ひ
ば
り
の
再
構
築
が
求
め
ら

れ
て
い
る
と
思
う
が
対
策
は
。

町
長　

先
月
、
利
用
者

や
登
録
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
を
踏
ま
え
、
平
成　

年
春

31

開
院
予
定
の
芳
賀
赤
十
字
病

院
へ
の
受
入
実
現
に
向
け
て
、

運
行
計
画
・
費
用
・
組
織
体
制

等
の
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

橋
場
か
ら
真
岡
市
ま
で

は
民
間
バ
ス
が
運
行
さ

れ
て
い
る
。そ
の
路
線
維
持
に

補
助
を
出
し
て
い
る
が
、
民
間

バ
ス
と
ふ
れ
あ
い
タ
ク
シ
ー
ひ

ば
り
を
連
携
さ
せ
て
経
費
削

減
は
で
き
な
い
か
。

都
市
計
画
課
長　

現

在
の
路
線
バ
ス
運
行
状

況
は
、
1
日
往
復
6
便
・
日
中

1
便
と
い
う
状
況
で
す
。
ど
の

程
度
連
携
で
き
る
か
は
現
時

点
で
は
不
明
で
す
が
協
議
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問

答問答

問

答

問答

問答

▲保育園の様子

▲ふれあいタクシーひばり
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聲聲
〈こえ〉〈こえ〉

私のいいたいこと

大橋　千恵子さん

（下高根沢）

石下　修平さん

（東水沼）

菊内　聡さん

（与能）

業農ので町賀芳の後今

　私は芳賀町で就農し5年程になります。農業経験の無い私でしたが、一緒に作業を

している経験者の方々のアドバイスもあって、現在は米とタマネギを栽培しています。

芳賀町の土地で作られた米やタマネギはとてもおいしくお客様から大変喜ばれていま

す。

　私の家では稲作が主ですが、最近は農業者の高齢化もあり、田畑を依頼されること

が多くなってきました。今後、農地の集約、集積がますます進んでいくと思われます

が、農業の担い手不足、労働力不足も進む中でより効率の良い安定した農業をしてい

くことが求められてきていると思います。

　芳賀町の行政の方々には、若い世代の人たちが意欲をもって農業に取り組めるような環

境作りをしていただき、町の農業がますます活性化していけたらいいなと思います。

てけ向に来将い近

　私は高校1年の二学期から家を出て、十数年ぶりに実家に戻ってきました。（夫付き出戻り?）

同級生や先輩の活躍に気づき、芳賀町での生活を楽しんでいます。田園地帯での伸び伸び

と過ごした子供時代を懐かしく思い出します。野菜の苗や種などを分けていただいたり、上手

な作り方を教えていただいたりの小さな菜園、家の周りの雑草との悪戦苦闘の毎日です。

　現在64歳。今のところ、夫と二人で無事に生きて
・ ・ ・

いますが、どんどん年齢が重なることを考

えると不安になります。病院やスーパーなど、どこへ行くにも車がないと困る時が必ずやってくる

のです。運転免許証の返納問題、LRTの利用の問題を具体的
・ ・ ・

に理解し、近い将来に向けて

の心の準備をしなければならないと痛切に感じています。

　この大好きな芳賀町が、これからもっともっと住みやすく、笑顔いっぱいの町になることを願っ

ています。

とさるふ

　去年、私は芳賀町の小学校で講師をさせていただきました。短い時間でしたが、多くの先生

方に支えられ、非常に充実した時間を過ごすことができました。子ども達に教えたことよりも、自

分が教わったことの方が多かったことは間違いありません。本当にありがとうございました。

　現在私は、発達障害のある子ども達と関わり、勉強やコミュニケーションスキル、ビジネススキ

ルなどを教えています。学校の先生によく叱られていた私が、子ども達から「先生」と呼ばれる存

在になっていること、今でも信じられません。そんな“らしくない”自分だからこそ、指導では精一

杯自分らしさをと思い、とにかく楽しんでできることをモットーに取り組ませていただいています。

　いつか、今行っていることに転じて、障害の有無に関わらず一人ひとりの持つ才能を引き出せ

る場を提供したいと考えています。そして、私の夢は私を育ててくれた地元でそれを行うことで

す。
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議 会 日 誌
８月

　１日・決算審査（～８日）

　　　・町農業振興対策協議会

　３日・市町村トップセミナー

　４日・ロマン花火２０１８

　９日・芳賀広域行政事務組合出納検査・決算審査

　１１日・高根沢町町政施行６０周年記念式典

　２０日・例月現金出納検査

　　　・芳賀中部上水道企業団例月出納検査

　　　・国道１２３号整備促進期成同盟総会

　２３日・とちぎの道現場検証

　２５日・議会運営委員会

　　　・議員全員協議会

９月

　３日・芳賀郡市町議会議長会定例会

　　　・芳賀広域行政事務組合議会定例会

　４日・第４回芳賀町議会定例会（～１４日）

　　　・議会広報常任委員会

　６日・総務常任委員会

　７日・議会改革検討委員会

　８日・芳賀中学校体育祭

　９日・芳賀郡市民体育祭

　　　・スポレク祭

　１５日・小学校運動会

　１９日・例月現金出納検査

　　　・芳賀中部上水道企業団例月出納検査

　２１日・企業団現金出納検査

　２２日・RUN伴栃木２０１８

　　　・道の駅はが　梨・新米まつり

　２６日・芳賀中部上水道企業団定例会

　　　・芳賀中部環境衛生事務組合定例会

１０月

　１日・総務常任委員会行政視察

（～２日　山梨県北杜市）

　３日・戦没者慰霊祭

　　　・行政視察受入（千葉県芝山町・多古町）

　４日・産業建設常任委員会行政視察

（～５日　栃木市・神奈川県横浜市）

　７日・町民大運動会

　１１日・教育民生常任委員会行政視察

（～１２日　東京都品川区・埼玉県富士見市）

　　　・芳賀中部上水道企業団議会先進地視察

（～１２日　神奈川県横浜市）

　１４日・防災安全推進大会

　１７日・国保運営協議会委員研修会

　１９日・芳賀中部上水道企業団出納検査

　２１日・町文化協会３０周年記念大会

　２２日・芳賀郡市町正副議長行政視察

（～２４日　滋賀県・京都府）

　　　・例月現金出納検査

　２５日・県町村議長会・研修会

　２６日・シニアクラブスポーツ大会

　２９日・町総合情報館１０周年記念式典

編

集
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検 索芳賀町議会

議会だよりは
ホームページでも
公開しています

　本会議の会議録をはじ

め、議会情報も随時お知

らせしています。

　掲載しきれなかった一

般質問は、会議録で見ら

れます。アクセスしてみ

てください。

スマホや
タブレット
でも！

▲秋の実り（にっこり）


